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オオハクチョウに送信機を装着することの行動への影響
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近年，鳥類に人工衛星用の送信機を装着して渡り経路などを追跡する調査が行なわれてい

る（たとえばJouvetin＆Weimerskirchl990,Higuchiefaﾉ.1992,1994a,ｂ)．これらの結果は対

象となる鳥類の保護活動に活かされている（Ichidal994,Higuchietaﾉ.1996)．

送信機などの異物を烏体にとりつける場合，その重凪が，体重の4%以下であれば，行動

などに重大な影響はないと言われている（Brander＆Cochranl969)．しかし，種によって

飛期能力などには差があると考えられるので，それぞれの種について影響の有無について調

査を行なう必要がある．実際に，マガモＡ"“，ﾉａｔＷ力y"c〃0ｓ（Pietzaaﾉ.1993）やコクガン

B”"”be〃たＩａ（War｡＆F1intl995）では送信機を装着したことの影響が示唆されている．

そこで，オオハクチョウQIgｿf妬c)972"ｓに送信機を装着することの行動への影響を飼育下

と野外の両方で調査したのでその結果を報告する．

調査方法

調査は動物園で飼育されている個体と，野生の個体とを対象に行なった．1993年２月と１２

月にそれぞれ1羽ずつ，埼玉こども動物自然公園で飼育されている個体に送信機を装着した．

野生の個体に対しては，青森県小湊で越冬するオオハクチョウを対象に，1994年２月２１日

に６羽，1995年２月２３日に９羽に，渡りの経路を追跡することを目的に送信機を装着し，そ

の個体を観察した．

送信機は，テフロン加工されたナイロンのリボンで背中にたすき掛けのようなかたちで背

負わせた．送信機は，６０×40×30ｍｍで，送信機とリボンをあわせた重量は約859で，ハ

クチョウの体重の0.8～1.0％に相当する．

装着の影響については，送信機を装着されたオオハクチョウがどれくらい送信機を気にす

るかによって評価した．オオハクチョウが送信機を気にする度合いは，１５分間にオオハクチ

ョウが送信機をつついた秒数をもちいた．この調査を動物園では，１日に５回，装着日から装

着後２日まで行なった．1993年２月には装着後６日後に，1993年１２月には装着後４日後にも

調査を行なった．野生の個体を対象とした調査でも，装着後１日に５回の記録をとることを

試みた．しかし，観察対象個体を発見できないことも多く，必ずしも５回は行なっていない．
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結果および考察

動物園の２個体，野生の８個体について記録をとることができた．

動物園の２個体は，装着当日は平均で15分あたり，それぞれ130.0秒，282.8秒間，送信

機をつついていた．しかし，装着の翌日には，それぞれ平均73.0,56.8秒と急減し，２日目

には3.2秒，7.6秒と送信機をほとんどつつかなくなった（図ｌ）．

野生の個体でも，送信機を数日間で気にしなくなる傾向は同様だった（図２）．装着当日

は，付近から飛去してしまうこともあってほとんど観察することはできなかった．観察する

ことのできた４羽では，動物園での記録と同じように15分あたり200～300秒（平均219秒，

Ｎ＝４）送信機をつついていた．翌日になると送信機を気にする時間は急激に少なくなった．

ID21416という個体だけは，114.2秒と送信機をかなり気にしていたが，それ以外の個体は

あまり送信機を気にせず，16.8から36.3秒，平均29.46秒（ﾉV＝6）つついていただけだった．

２日目になると，送信機を気にする時間はさらに減少し，1.3から22.8秒，平均9.8秒（ﾉV＝7）

しか送信機をつつかなくなった．1994年は装着３日後にも観察を行ない，２個体について記

録を得たが，それぞれ3.4秒，5.8秒送信機をつついただけだった．

以上の結果から，オオハクチョウは装着当日，あるいは翌日までは送信機を気にするが，

装着後２日目以降はほとんど気にせず，オオハクチョウの行動に影響は与えていないと考え

られる．

送信機を気にする時間の経時変化は，飼育下でも野外でも同じような傾向を示したが，こ

のことは，飼育下で送信機への反応を調べることで，野外での状況を推定できることを示唆

している．著者らは動物園の飼育下の個体を使ってマナヅルＧγ"ｓ”わ，タンチョウＧ・

ﾉﾋzlO"e'2sis，アネハヅルＡ"肋”'0雄s〃j“，クロツラヘラサギＨ【z、ﾉeα”"0γで送信機を装着

することによる影響を調べている．これらの極でも，送信機を気にするのは，大部分の場合，

装着後１～２日までである（植田ほか未発表)．これらの研究では，送信機の重量などによる

(SeC.）
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IXll・動物園のオオハクチョウの送信機装着後の送信機をつつく時間の変化．１日あたり５回の調査
を行ない平均値と標準偏差で示した．

Fig.１．ThechangeinpeckingtimeoftransmittersfbrcaptiveWhooperSwans・Dotsshowmean
peckingtime,barsshowSD(Ｎ＝5)．
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負担が繁殖成功率や生存率に与える影響を明らかにすることはできていないが，少なくとも，

送信機を装着されたことを気にして行動が変化するなどの影響は装着当日をのぞいてはほと

んどないと考えられる．
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図２．野生のオオハクチョウの送信機装普後の送信機をつつく時間の変化．平均値，標準偏差，記
録回数を示した．右上の数字は送信機のＩＤ番号を示す．

Fig.２．T11echangeofpeckingtimeoftransmittersfbrwildWhooperSwans、Dotsshowmeanpecking
time,barsshowSDandnumbersshowN・NumbersontheuppemghtsideindicatethelDnumbers
oftransmitters．
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EffectoftransmittersonthebehaviorofwildandcaptiveWhooperSwanｓ
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WestudiedtheeffectoftransmittersonthebehaviorofeightwildandtwocaptiveWhooper

SwansQgｿ､z4sC沼ｿ､妬,basedontheirpeckingtimeoftheb6ansmitters.'nletransmitters,60ｘ４０

ｘ３０ｍｍｉｎｓｉｚｅ,wasattachedtothebackofswanswithtenontreatedribbon、Thetransmitter

withitshamessweighedabout85g,whichislessthanl％ofthebodyweightofanadultswan．
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TheswanspeckedtheirtransmittersmorethanlOOsecondsperl5minutesonthefirstdayof

attachment・''11epeCkingtimedecreasedrapidlytoonly3.2t022.8seconds／15minutesintwo

days・

Weconcludedthatthetransmittersdidnothaveanysignificanteffectontheswans

behavior．
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